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『
ら
い
予
防
法
廃
止
墓
前
報
告
祭 

祭
文
』 

池
内
謙
次
郎 

平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
、
悲
願
だ
っ
た
人
権
が
復
権
で
き
た
こ
と
を
、
亡
き
先
輩
療
友
三
、

一
九
四
名
が
眠
る
納
骨
堂
の
墓
前
に
ご
報
告
で
き
ま
す
こ
と
は
誠
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

昭
和
五
年
国
立
療
養
所
の
第
一
号
と
し
て
設
立
さ
れ
た
長
島
愛
生
園
は
、
祖
国
浄
化
と
楽
土
建
設
、
同
病
相
愛
・
相
互
扶
助
の
精

神
を
モ
ッ
ト
ー
に
施
設
運
営
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
で
先
輩
療
友
は
病
気
と
闘
い
な
が
ら
重
病
棟
や
不
自
由
者
棟
の
付
き
添
い
看
護
を
始
め
、
道
路
の
建
設
、
米
麦
の
陸

揚
げ
、
汽
缶
場
の
石
炭
運
搬
、
火
葬
業
務
に
至
る
ま
で
、
施
設
運
営
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
作
業
に
従
事
し
、
苛
酷
な
重
労
働
を
血
の

滲
む
思
い
で
行
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

入
園
者
は
逃
走
を
防
止
す
る
た
め
園
内
通
用
票
の
使
用
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
現
金
・
米
・
カ
メ
ラ
等
の
使
用
を
厳
し
く
禁
じ
ら
れ

ま
し
た
。
結
婚
に
は
優
生
手
術
を
条
件
に
さ
れ
る
な
ど
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
著
し
く
傷
つ
け
ら
れ
抑
圧
さ
れ
た
苦
難
の
療
養
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

爾
来
私
達
は
、
亡
き
先
輩
療
友
の
指
導
の
下
に
幾
多
の
困
難
と
闘
い
な
が
ら
医
療
・
看
護
・
介
護
・
福
祉
の
充
実
・
生
活
環
境
の

整
備
等
に
全
力
を
あ
げ
る
と
共
に
、
療
養
生
活
の
向
上
、
人
間
性
の
回
復
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
三
年
四
月
全
患
協
は
、

ら
い
予
防
法
改
正
に
関
す
る
要
請
書
を
厚
生
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
翌
年
三
月
藤
楓
（
と
う
ふ
う
）
協
会
に
ハ
ン
セ
ン
病
予
防

事
業
対
策
調
査
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
検
討
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

平
成
六
年
一
月
大
谷
私
案
が
発
表
さ
れ
る
や
予
防
法
問
題
は
急
速
に
展
開
し
、
平
成
六
年
十
一
月
所
長
連
盟
・
翌
七
年
一
月
全
患

協
・
同
じ
く
四
月
日
本
ら
い
学
会
が
、
見
解
・
基
本
要
求
・
声
明
等
を
発
表
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

平
成
七
年
十
二
月
厚
生
省
保
健
医
療
局
長
の
私
的
な
諮
問
検
討
会
ら
い
予
防
法
見
直
し
検
討
会
は
、「
ハ
ン
セ
ン
病
は
治
る
こ
と

が
国
際
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
医
学
的
知
見
に
照
ら
し
、
予
防
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
い
」
と
し
た
上
で
「
入
所
者

の
医
療
・
福
祉
を
従
前
ど
お
り
措
置
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
ら
い
予
防
法
を
廃
止
す
る
」
と
の
報
告
書
を
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。 

政
府
は
直
ち
に
ら
い
予
防
法
の
廃
止
に
関
す
る
法
律
案
を
作
成
し
、
第
一
三
六
国
会
に
提
出
し
、
衆
参
両
議
院
で
審
議
の
結
果
、

付
帯
事
項
四
項
目
を
決
議
し
法
案
は
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

廃
止
法
の
制
定
に
当
た
り
、
藤
楓
協
会
大
谷
藤
郎
（
お
お
た
に
ふ
じ
お
）
先
生
始
め
厚
生
省
関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
御
努
力
、
議

懇
議
員
な
ら
び
に
友
好
団
体
等
多
く
の
方
々
の
御
支
援
に
よ
り
、
八
十
九
年
に
わ
た
る
強
制
隔
離
政
策
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
御
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

私
達
は
現
在
六
七
八
名
が
療
養
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
ん
で
平
均
年
齢
も
七
一
・
六
歳
と
高
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
加
え
て
知
覚
麻
痺
を
伴
っ
た
後
遺
障
害
は
増
進
し
、
今
後
の
医
療
・
看
護
・
介
護
は
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

今
後
と
も
安
心
し
て
療
養
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
医
療
・
看
護
・
介
護
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

人
間
性
の
回
復
を
願
い
な
が
ら
志
し
半
ば
で
無
念
の
思
い
を
残
し
亡
く
な
ら
れ
た
先
輩
療
友
に
対
し
、
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

ら
い
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
、
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
ら
い
予
防
法
の
廃
止
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
御
報
告
し
祭
文

と
致
し
ま
す
。
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。 


